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Ⅰ やまざと振興計画の概要

趣 旨

◆中山間地域が抱える課題を明らかにするとともに、既存の施策・事業
を整理・体系化することにより

位置付け

◆ 長野市総合計画の個別計画として策定

2

中山間地域政策を 総合的・計画的に展開 するもの。

中山間地域の振興施策の 指針 となる理念型の計画

◆ 長野市やまざと振興計画は、長野市過疎地域持続的発展計画の対象地域5地区

を含む本市の13地区の中山間地域における総合的・計画的な振興策を講じるた
めの計画として位置付けており、本年度、策定中の過疎地域持続的発展計画の
内容を包含し、整合を図っているものである。

※過疎地域持続的発展計画の対象地域は戸隠、鬼無里、大岡、信州新町、中条地区 計画期間R3～R8

長野市過疎地域持続的発展計画との関連性



Ⅱ 現計画について（第二次長野市やまざと振興計画） 3

「 やまざと 」のもつ魅力や資源をいかし、
未来へつなぐ、いきいきと元気な地域づくり

1 基本目標

（1） 特色ある中山間地域づくり（魅力ある地域づくり）

（2） 都市地域との交流促進（にぎわいあるまちづくり）
（3） 移住・定住の促進（活力あるまちづくり）

2 基本方針

3 大施策の内容

（1） 地域資源を活用した産業の振興 ～雇用の場や収入の確保～
（2） 持続可能なコミュニティづくり ～地域力の維持と活性化～
（3） 地域の魅力発信と交流 ～地域のにぎわい再生～
（4） 暮らし続けられる生活環境の維持 ～安全安心な暮らしの確保～



Ⅲ 中山間地域の人口推移の状況について （中山間地域の人口推移） 4
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市内人口に占める中山間地域の人口推移

中山間地域人口

（平成29年4月1日）
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歯止めが効かない人口減少
◇第二次長野市やまざと振興計画の主要事業等で中山間地域への施策を展開して
きたが、中山間地域の人口減少は歯止めが効かず、中山間地域では、その存続も危
ぶまれる集落も出てきている。
◇市全域の人口に占める中山間地域の人口割合は、第二次計画策定当時（H29年）
は、８．８％であったが、令和３年１月１日現在では８．２％となっており毎年度下がり
続けている。

【戸隠地区】 3,606人→3,278人と５年間で328人（約10％）の人口減少
【信州新町】 4,258人→3,710人と５年間で548人（約13％）の人口減少



（H29.1.1）

65歳以上人口
その他人口

36.8％

（R3.1.1）

65歳以上人口

その他人口

（H29.1.1)

65歳以上人口

その他人口

48.2％

（R3.1.1）

65歳以上人口

その他人口

52.6％
39.4％

（H29.1.1）

65歳以上人口
その他人口

39.0％

（R3.1.1）

65歳以上人口
その他人口

44.6％

（H29.1.1）

65歳以上人口
その他人口

44.2％

（R3.1.1）

65歳以上人口
その他人口

48.6％

（H29.1.1）

65歳以上人口

その他人口

32.2％

（R3.1.1）

65歳以上人口

その他人口

35.6％

（H29.1.1）

65歳以上人口
その他人口

34.5％

（R3.1.1）

65歳以上人口
その他人口

37.0％

浅川地区 小田切地区

篠ノ井地区（信里）

松代地区（西条・豊栄） 若穂地区（保科）
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Ⅲ 中山間地域の人口推移の状況について（中山間地域の高齢化率） 9

65歳以上人口

中山間地域の高齢化率の推移

65歳以上
42.8%

65歳以上人口

65歳以上
46.2％

急速な高齢化
高齢化率が５０％以上の地区 ◎現在、１３地区中、７地区が高齢化率５０％以上

H２９年…信更地区・鬼無里地区・大岡地区・中条地区（４地区）
R ３年…信更地区・鬼無里地区・大岡地区・中条地区（４地区） ＋

小田切地区・七二会地区・信州新町地区（３地区）

75歳以上

その他

75歳以上
33.0％

●平成30年9月1日、本市が「75歳以上を高齢者」と呼ぶ定義についての提言による、７地区の平均は

（1）高齢化率50％以上の該当地区はなし。

（2）７地区の平均は、33％となっている。

中山間地域人口

平成２９年1月1日 令和3年1月1日

令和3年1月1日



Ⅳ 第三次計画の策定について 10

１ 第二次計画の検証

◆ 第二次長野市やまざと振興計画の大施策毎の主要事業について、
各事業の実績・成果、また、今後の方向性についての検証を実施

◆ 検証主要事業
（１）地域資源を活用した産業の振興 38事業
（２）持続可能なコミュニティづくり 12事業
（３）地域の魅力発信と交流 39事業
（４）暮らし続けられる生活環境の維持 39事業 合計128事業

2 次期計画策定に向けて

（１）上記検証結果や、アンケート指標の結果を踏まえ、反映させる。
（２）体系は、基本的には第二次計画を踏襲していく。

中山間地域では人口減少、高齢化など様々な課題があり、引き続き振興
策を講じていく必要がある。このため、新たに第三次計画を策定し、持続
可能な地域づくりを行っていくための指針としていく。



2 対象地域

Ⅴ 第三次長野市やまざと振興計画 改訂（案）の概要 11

（1）)浅川地区

（2）小田切地区

（3）芋井地区

（4）篠ノ井(信里)

（5）松代(豊栄・西条)

（6）若穂(保科)

（7）七二会地区

（8）信更地区

（9）戸隠地区

（10）鬼無里地区

（11）大岡地区

（12）信州新町地区

（13）中条地区

1 計画期間

◆ 令和４年から令和８年までの５ヶ年

（総合計画後期基本計画期間に合わせる）

中
山
間
地
域
13
地
区
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（1） 地域の皆さんが思い描く、地区の将来像及び方向性
（2） 地勢及び歴史
（3） 地域の産業及び今後の方向性（農業・林業・観光・伝統文化・文化財）
（4） 集落の状況及び今後の方向性
（5) 生活・交通基盤の整備状況（道路・公共交通・保健福祉・情報通信）
（6） 買い物の状況
（7） 防災・生活安全（災害対応・防犯対策）
（8） 人材育成 （役員の担い手・農林業の担い手・伝統文化の担い手）

Ⅴ 第三次長野市やまざと振興計画 改訂（案）の概要

【第二次計画の基本目標を継承する】

◆持続可能な中山間地域の形成のための新たな視点

（1）地域づくりに携わる人材育成や新たな担い手の確保を促す施策

（2）コロナ禍の時代に適応した移住・定住・雇用・関係人口を創出する施策

新

新

3 改訂（案）のポイント

４ 地区ごとの将来像と現況と課題



Ⅵ 今後の進め方 13

◆計画策定に併せ、13地区の住自協の理事会ブロック会議で計画概要などを説明す
る。また、必要に応じて各地区にも説明し意見を伺っていく。
（各地区での説明方法については、各地区と協議するもの）

◆地域おこし協力隊（OB・OG含む）が中心となり、中山間地域の各地区での「（仮称）

未来を語るワークショップ」を開催し、多世代からの意見を聞いていく。

◆全市を対象とするパブリックコメントに加え、13地区の住民自治協議会の理事会ブロ
ック会議において意見聴取を行う。

◆「長野市やまざと振興計画庁内推進会議」において、主要事業を中心に事業の成果・
検証などを行い、事業の進捗や方向性の情報共有を図る。

３ パブリックコメントの実施

４ 計画の進捗管理

１ 各地区への説明

２ ワークショップの開催



６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

議 会

庁 議

庁内検討

市 民

庁 内
推進会議

広報ながの
・報道機関

広報広聴課
へ原稿送付

広報ながの
12月号に
掲載
（パブコメ）

記者会見
（11／24）

記者会見
（2／17）

第1回
やまざと
振興計画
推進会議

（6／2）

第2回
やまざと
振興計画
推進会議

（8／6）

第3回
やまざと
振興計画
推進会議

（10／25）

住自協 理事会
ブロック会議
（7月中旬～8月）

住自協 理事会
ブロック会議
（11月中旬～12月）

パブリックコメント
実施（12月～）

計画素案の作成 計画案の作成 計画修正案の作成

確定
部長会議

11／2

部長会議
2／9

政策説明
11／8

政策説明
2／15

第4回
やまざと
振興計画
推進会議

（1月中旬）

各地区での
ワークショップの開催
（～11月）

Ⅶ 計画策定スケジュール（案） 14

政策説明
7／6

部長会議
7／1


